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〔前蜀〕　周庠（詳）（855 ？～ 920 ？）　巻 40
許州（河南省）の人。唐末に龍州司倉参軍を務め、後、王建に仕えて御史中丞、中書侍郎、同平章事などに任じられ、王
衍が即位すると司徒となった。『十国春秋』40。『全唐詩』760。
















伝 巻 40 郭煕画意、延譲雪詩云、渡水蹇驢双耳直、避風羸僕一肩髙。 郭煕画意
郭煕『林泉高致』
画意





Texts Related to Paintings in Complete Five Dynasties Poems （Quan Wudai Shi）
Haruka Takenami 竹浪　　遠
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車道之北、 䶺山之陽。 深深葬玉、 鬱鬱埋香。 刻斯貞石、 
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〔後蜀〕　可朋（生没年不詳）　巻 60
丹稜人（四川省）の人。詩僧。酒を好み自ら醉䨾と号した。『全唐詩』849、888。























































1 巻 62 寄遠
錦字憑誰達、閑庭草又枯。夜長燈影滅、天遠雁声孤。
蝉鬢凋将尽、虬髯黒在無。幾回愁不語、因看朔方図。 朔方図 全唐 727
〔楚〕　曹崧（生没年不詳）　巻 62
衡陽（湖南省）の人。『全唐詩』886（曹松として録）。
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〔楚〕　裴説（生没年不詳）　巻 64
桂州（広西省）の人。裴諧の兄。唐の天祐三年（906）の進士。官は礼部員外郎。『全唐詩』720。
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〔閩〕崔道融（？～ 907 ？）　巻 86
荊州（湖北省）の人。昭宗の時、永嘉県令となり、唐末の乱を閩に避けた。『新唐書』72 宰相世系表 2。『十国春秋』95。
『全唐詩』714。





















古木重門掩、 幽深䝆欠渓。 此中真吏隠、 何必更巌棲。
名姓鐫幢記、 経書逐庫題。 字随飛蠧欠、 䭞与落星斉。
伴直僧談静、 侵霜蛩韻低。 粘塵賀草沒、 剝粉薛禽迷
〈賀知章草書薛稷鶴也〉。 衰蘚墻千堵、 微陽菊半畦。
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〔閩〕　胡令能（生没年不詳）　巻 87
莆田（福建省）の隠者。貞元（785 ～ 805）～元和（806 ～ 20）年間の人ともいう。『全唐詩』727。






























































































（第三首） 病起見図画、 雲門興似饒。 衲衣椶笠重、





5 巻 90 寄鏡湖方干処士
賀監旧山川、空来近百年。聞君与琴鶴、終日在漁船。
島露深秋石、湖澄半夜天。雲門㡬迴去、題徧好林泉。 方干 全唐 838
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〔北漢〕　李惲（916 ～ 88）　巻 100
字は孟深。䈠州陽武（河南省）の人。乾祐（948 ～ 50）初の進士。北漢に仕えて翰林学士などを歴任し、宰相となった。
宋に降って後、司農卿などを務めた。『十国春秋』108。
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軍節度使の朱全忠（太祖、在位 907 ～ 12）が、907 年に
唐最後の皇帝・哀帝（在位 904 ～ 07）から禅譲を受けて
帝位に即いたのに始まる。
唐末に朱全忠に仕えて翰林学士を務めた杜荀鶴（846 ～











義武軍節度使・王処直（863 ～ 923）の墓（924 年、河北
















源が謀反して勝利した（明宗、在位 926 ～ 33）。しかし、
後を継いだ実子（閔帝、在位 933 ～ 34）は、李嗣源の仮










































華夷図」（呉 3－ 4）、伍喬「観華夷図」（南唐 8－ 1）に
も取り上げられており、分裂期である五代において詩人
たちの世界観に大きな刺激を与えたものと思われる。





48）し、漢（947 ～ 50）を建てたが 1年で没した。後を




















図 6　「鷙鳥水禽図（紫檀槽琵琶捍撥）」（正倉院南倉） 図 7　「華夷図石刻」（陝西省博物館）
21.FACULTY  OF  FINE  ARTS,  KYOTO  CITY  UNIVERSITY  OF  ARTS  BULLETIN Vol.61
（5）周（巻 15 ～ 17）
後漢の枢密使（軍政の最高責任者）であった郭威（太
祖、在位 951 ～ 54）は、後漢の隠帝が反乱で殺されると、
配下の軍人に擁立されて即位し周（951 ～ 60）を建てた
が、3年で病没した。跡を継いだのは皇后柴氏の兄柴守礼






















2　呉（巻 18 ～ 23）、南唐（巻 24 ～ 39）
呉（902 ～ 37）は、軍卒から成り上がった楊行密（太


















展開したことから、李煜（937 ～ 78、南唐 2－伝）、韓煕
載（902 ～ 70、南唐 4－伝）、鄭文宝（953 ～ 1013、南唐
11 －伝）、唐希雅（生没年不詳、南唐 13 －伝）、薛媛（生










































3　前蜀（巻 40 ～ 56）、後蜀（巻 57 ～ 60）
前蜀（907 ～ 25）は、無頼の徒から黄巣討伐に加わり
蜀地方の節度使となって勢力を拡大した王建（高祖、在
位 907 ～ 18）が、朱全忠の梁建国に対し、自らも帝位に
即いたのが始まりである。天然の要害としての地の利と
資源に恵まれ、唐末に僖宗（在位 873 ～ 88）が乱を避け
て行幸したこともあって、唐の遺風を受け宮廷文化が花
開いた。彼の没後は実子と仮子で跡目争いが起こり、実
子で末子の王衍（後主、在位 918 ～ 25）が後を継いだが、
放蕩で民心が離れ、後唐の荘宗に攻められ滅亡した。
後蜀（934 ～ 65）は、荘宗の重臣で蜀の統治を任され
た孟知祥（高祖、在位 930 ～ 34）が、次第に独立化し、
応順元年（934）に皇帝を称した。跡を継いだ子の孟昶
（後主、在位 934 ～ 65）も勢力を拡大したが、後周の世宗
の攻勢を受け北宋に滅ぼされた。
唐末の詩人で晩年に王建に仕え宰相となった韋荘

































子」（前蜀 7－補 1）、「観地獄図」（前蜀－補 3）も道釈画





























図 10　「十六羅漢図　第四尊者」（聖衆来迎寺旧蔵、東京国立博物館） 図 11　（伝）貫休「十六羅漢図　第十六尊者」（宮内庁三の丸尚蔵館）






































































となった。劉隠の没後は弟の劉娍（高祖、在位 911 ～ 42）
が継ぎ、乾亨元年（917）には帝号を称し、翌年、国号を







（2）楚（巻 62 ～ 65）
楚（907 ～ 51）は、木工から身を起こした馬殷（武穆
















（3）呉越（巻 66 ～ 74）
塩の密売人から軍卒となり、黄巣の浙江侵攻を撃退す




元䛃（世宗、在位 932 ～ 41）以降も華北の五代王朝に恭
順して国の保全を図るとともに、遼や高麗、日本とも通
交した。仏教への信奉が厚く、とくに最後の王である第














（4）閩（巻 75 ～ 87）
閩（909 ～ 45）は、唐末の流賊から身を起こした王潮、
王審知の兄弟が福建に建てた国である。乾寧三年（896）
に王潮（在位 896 ～ 97）が威武軍（福建）節度使となり、




























（5）荊南（巻 88 ～ 99）
荊南（907 ～ 63）は、朱全忠の部下の高季興（武信王、



































－ 9）、「寄上荊渚因夢廬嶽乃図壁賦詩」（荊南 2－ 11）、














































































































































出版社、1995 年）、1193、1195 頁。J.B.Harley ed. The History of 
Cartography vol.2 Cartography in the Traditional East and 


























































































































































356 ～ 365 頁が詳しい。また拙稿、註 2前掲「唐代山水画の主
題に関する研究」においても触れた。項信、項洙の画系は、島
田修二郎「逸品画風について」（『島田修二郎著作集 2　中国絵
画史研究』中央公論美術出版、1993 年〔初出 1951〕）、11 頁に
言及がある。
47　小林氏、註 30 前掲『禅月大師の生涯と藝術』、123 ～ 125 頁。
48　王墨と潑墨については、島田氏、註 46 前掲「逸品画風につ
いて」を参照されたい。5～ 8頁。














29.FACULTY  OF  FINE  ARTS,  KYOTO  CITY  UNIVERSITY  OF  ARTS  BULLETIN Vol.61




図 11　『日本美術全集 6』（小学館、2015 年）。

